
稲沢市地球温暖化対策実行計画＜区域施策編＞（素案）パブリックコメントについて                        

 

１ 募集期間   令和６年２月１３日（火）～令和６年３月１３日（水） 

２ 意見提出者数  ３人 

３ 意見件数   １９件（内訳）入力フォーム ４件 Email １５件 

４ 提出された意見の要旨と市の考え方 

   （意見は、文意等を損なわないように要約・補足等をさせていただいております。） 

No. 市民から寄せられた意見 市の考え方 

1 家庭でもゴミが減らせるよう、コンポス

トの基材を JAなどで安く買えるように

するのはどうでしょうか。 

 

資源対策課において、家庭から出る生ご

みの自家処理を推進し、ごみを減らすた

め、コンポスト等の購入費補助制度を設

けています。また、手に入りやすい材料

で簡単に堆肥化に取り組むことができ

る段ボールコンポストを推奨しており、

マニュアルやコンポスト基材（ピートモ

ス・くん炭）をスタートセットとして無

料配布をしております。 

2 子ども服のリユースは記名していない

ものとありますが、子ども服は記名する

のが基本です。リユース品を利用する方

は記名は気にされないと思います。個人

情報の問題なら上から消せばいいのか

なと。 

 

焼却に伴い排出される二酸化炭素等の

温室効果ガスの削減に向けて、リユース

などの資源循環は重要な施策であると

考えます。 

いただいた御意見につきましては、本計

画において議論・反映がされるものでは

ございませんが、当該事業の所管課にお

ける今後の事業の参考とさせていただ

きます。 

3 リサイクルも大事ですが、ゴミを出さな

い暮らしを推奨していくため、布おむつ

の購入補助など、ゼロウェイストタウン

である徳島県の上勝町の取り組みを、行

政と市民で学べる機会があるといいと

思います。 

ゼロ・ウェイストとは、無駄や浪費を可

能な限り減らし、ごみを出さないように

する取組をいいます。 

ごみの減量という観点から地球温暖化

対策につながる取組であると考えられ

るため、当該事業の所管課における今後

の事業の参考とさせていただきます。 



4 環境に関する講演会を開き、市民と行政

で一緒に何ができるか考えるような会

があるといいと思います。 

令和４年度に「いなざわ脱炭素フォーラ

ム」を開催し、多くの市民の方に御参加

いただきました。今後は支所や市民セン

ター単位（各まちづくり連協等）での規

模による出前講座等を中心に、環境に関

する周知・啓発の機会を検討して参りま

す。 

5 表 6 GHG の種類とその特徴について 

「性質」欄に「地球温暖化係数」を入れ

ると分かりやすいと思います。 

 

御意見のとおり地球温暖化係数を掲載

させていただきます。 

6 表 7 GHG 排出の部門・分野一覧につい

て 

廃棄物分野（一般廃棄物焼却）の項目に

は「し尿処理施設等」も入れた方が良い

と考えます。稲沢市には廃棄物分野では

一般廃棄物焼却施設の他に、公共下水

道、農業集落排水施設、コミュニティ・

プラント、し尿処理施設があり、これら

施設からも GHG 排出があります。 

 「地方公共団体実行計画（区域施策編）

策定・実施マニュアル 算定手法編（2023 

年 3 月、環境省）、７８p、表２-14 に、

「し尿処理からの排出もその他の市町

村で ▲：可能であれば把握が望まれ

る」と明記されています。稲沢市には把

握に必要な基礎データは揃っている筈

です。 

表中「廃棄物分野（一般廃棄物焼却）」

という記載を「廃棄物分野」へ、「廃棄

物の焼却処分に伴い発生する排出」を

「廃棄物の焼却処分や排水処理に伴い

発生する排出」へと修正します。 

なお、本計画における GHG 排出量につき

ましては、排水処理施設も含んだ形で算

出をしております。 

7 「取組指標」の表について 

戦略毎に目標年度が異なっているので、

統一した目標年度とした方がスッキリ

すると思います。 

 

取組指標中の目標年度につきましては、

所管課における各種計画より引用をし

ております。また、計画がない取組もご

ざいますので目標年度の統一は今後の

改定において検討させていただきます。 



8 40p 「緑地による吸収量及び稲沢市の

植木産業における吸収量」の式について 

「×-44/12」中のマイナスは吸収量だか

らマイナスの負号をつけたとの意味で

すか。だとすれば「(-44/12)」のように

()が必要ではないですか。 

御意見のとおり修正させていただきま

す。 

9 解説欄の IT、84p のナッジについて 

フルスペルを記入すると判り易いと思

います。 

10 エネルギー管理システム（EMS：Energy 

Management System）語句について 

81p に CEMS（セムズ）、87p に BEMS（ベ

ムズ）と HEMS（ヘムズ）を掲載している

ので、関連語として集合住宅向けの MEMS

（メムス：Mansion EMS）も入れた方が

良いと考えます。  

11 73p にエルニーニョ現象の語句があるの

で、関連語として「ラニーニャ現象」を

入れた方が良いと考えます。その際、解

説文に日本や東南アジアの気象にどの

ような影響を及ぼすか、また、原語がス

ペイン語で「女の子」、「男の子」を意味

することも明記すると判り易いと思い

ます。 

12 REPOS(Renewable Energy POtential 

System、再生可能エネルギー情報提供シ

ステム)も用語欄に入れたらいかがです

か。 

13 フードドライブは「食品ロス」と「食料

品の支援を必要とする人へ届ける」とい

う二つの目的がある。後者を目的に提供

される食品もあるため、提供いただいた

食品が全て、食品ロスにつながるもので

はないことを理解しておく必要がある。 

御意見のとおり「フードドライブ」の本

来の目的は「食品ロス削減」と「食料品

の支援を必要とする人へ届ける」という

二つの目的がございます。本計画は稲沢

市域全体の地球温暖化対策に関するも

のであり、「フードドライブ」は食品ロ



スを減らすことによりごみの減量につ

ながるため、地球温暖化対策の取組の一

つとして記載をしております。 

14 知っている人の比率「環境家計簿」７．

８％、「うちエコ診断」１１．６％と低

い。関心を持って利用していただけるよ

う啓発強化に努めていただきたい。 

家庭におけるエネルギー消費実態の詳

細把握の「見える化」に関するツールに

ついて、市民の方が利用できるよう周

知・啓発を努めてまいります。 

15 小牧市は剪定枝をリサイクルしている。

本市も早期の検討をお願いする。 

ごみの減量という観点から地球温暖化

対策につながる取組であると考えられ

るため、当該事業の所管課における今後

の事業の参考とさせていただきます。 

16 アンケートにおいて、市民や事業者から

「公共交通機関の利便性の向上」を優先

的に取り組むよう要望がある。コミュニ

ティバスおよび接続便の利便性の向上

に努めていただきたい。 

コミュニティバスやシェアサイクルな

どは温室効果ガス排出量削減という観

点からの地球温暖化対策につながる取

組であると考えられるため、当該事業の

所管課における今後の事業の参考とさ

せていただきます。 
17 例えば、JR 稲沢駅と名鉄国府宮駅の区間

をシェアサイクルなど自転車で行き来

できるようにすると、コミュニティバス

の補完にもなるので、検討いただきた

い。 

18 新しい国民運動の愛称「デコ活」の普及

に努めてください。最下段の解説の中に

名前の由来などもあると、より分かりや

すく馴染みやすくなるのではないでし

ょうか。 

御意見のとおり名前の由来を含め、用語

集に掲載いたします。 

19 巻末に用語解説があるので専門用語の

理解が深まり計画が読みやすくなって

いる。 

今後もわかりやすい計画の策定に努め

てまいります。 

 


